
 

◇歌唱 「手に手つないで」          ◇会長報告    ◇幹事報告   

◇表彰 米山功労者メジャードナー［田中賢三会員］／マルチプル・ポール･ハリス･フェロー／ 

ポール･ハリス･フェロー  ◇卓話 『創立６０周年イベントについて』 大箭剛久会長 
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2020-2021 年度 
painted by Kenzo Tanaka 

第 61 代会長 大箭 剛久 

第 61 代幹事 杉田 祐一 

 

＝本日の例会行事＝ 

2020 年 11 月 26 日（木） 第２９１１回例会 天候：晴れ 司会：加瀬義明副幹事 No. 18 

◎表彰 

☆第１７回米山功労者メジャードナー 田中賢三君（感謝

状授与） 

☆マルチプル・ポール･ハリス･フェロー１回目 横山 貢 

君・古知屋光洋君（ＰＨＦピン+１ 授与） 

☆ポール･ハリス･フェロー 小澤雅彦君・木村邦佑君・大

竹孝一君・橋本正一君（ＰＨＦピン・認証状 授与） 

◎幹事報告 

◇米山奨学・米山学友委員会より  ＊米山学友同窓会のお

知らせ  ◉２０２１年 ５/２３（日） 

◇タウンニュース 

澤邑重夫君 炉辺会合、おつかれさまでした。とても楽しく

職業奉仕について考えることができました。あまりに楽しく

世の中を歩いていたら、いつのまにか一泊二日の沖縄旅行が

予約されていました。嫁さまにお話したところ、口をきいて

もらえませんでした。 

杉本剛昭君 表彰のみなさま、おめでとうございます。昨日

の炉辺会合、大変楽しく、充実していましたね。木村邦佑さ

ん、安武さん、ありがとうございました。大箭さん、卓話よ

ろしくお願いいたします。 

木村信一君 表彰の皆様、おめでとうございます。大箭さん、

60 周年イベントについてよろしくお願い致します。 

小澤雅彦君 田中さんはじめ、受賞者のみなさまおめでとう

ございます。と思ったら、受賞者の中に自分の名前が！あり

がたく頂戴致します。 

木村邦佑君 昨日の炉辺会合、おつかれ様でした。親睦を深

めながら、みなさまの職業奉仕をお聞きすることができ、有

意義な時間をすごせました。ありがとうございました。 

橋本正一君 私、本日も早退させていただきます。大箭さん、

卓話拝聴できなくて残念です。 

安武 勝君 大箭会長卓話よろしくお願いいたします。昨日

は炉辺会合多くのメンバーの方に出席いただきまして、あり

がとうございました。みなさんの職業奉仕のお話を聞かせて

いただき、有意義なひと時をすごすことが出来ました。 

徳舛幸丈君 表彰者の方々おめでとうございます。 

伊藤和明君 ６RC ゴルフ大会、団体戦は惨敗でした。来年

がんばりましょう。 

小八木隆男君 大箭会長、創立 60 周年イベントの卓話、宜

しくお願い致します。 

野中範郎君 ぎっくり腰もあと少しで完治します。やっとゴ

ルフができそうです。 

石田貴一君 表彰の皆様、おめでとうございます。大箭会長、

卓話拝聴させていただきます。 

［本日 22件、26,000円です］ 

スマイル報告 石田貴一会員 

大箭剛久君＆杉田祐一君 気温の寒暖差が激しく、体調を崩

しやすいことと思います。皆様どうぞご自愛下さい。本日 60

周年についての卓話を行いますので、どうぞよろしくお願い

いたします。 

伊藤留治君 米山寄付・R 財団寄付表彰の皆様、おめでとう

ございます。 

池上 實君 先週例会の折、全然気づいていなかったマルチ

プル・ポール・ハリスフェローの表彰を頂き、驚き、表彰は

受けましたが、何の事か解りませんでした。一週間よくロー

タリーを学びなおしました。 

加藤 寛君 表彰を受けられる皆様、おめでとうございま

す。 

田中賢三君 大箭会長、本日の卓話よろしくお願いします。

クラブ定款細則改訂作業のみなさま、たいへん御苦労様で

す。 

成田栄二君 表彰の方々おめでとうございます。 

大森久巳男君 表彰を受けられる皆様、おめでとうございま

す。感謝。 

和田幸男君 大箭会長、卓話よろしくお願い致します。表彰

の皆さん、おめでとうございます。 

加瀬義明君 表彰の皆様、おめでとうございます。大箭会長、

卓話よろしくお願い致します。 
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日時 回 現会員 計算会員 出席 ＭＵ済 欠席 暫定出席率 修正出席率 

１１／２６ ２９１１ ４０ ３２ ３０ ２ ０ １００％  

１１／１２ ２９０９ ４０ ３３ ３０ ３ ０ １００％ １００％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出席報告 細井年春会員 ※例会出席率は特例で「出席者＝計算会員数」にて計算されています 

卓話『創立６０周年イベントについて』大箭剛久会長 

 会長方針として、まずはこの 60 周年を皆さんとともに

大いに盛り上げて行きたいと考えておりましたが、コロナの

影響もあり、当初考えていた事業の見直しを余儀なくされる

など、詳細な計画は実質これからというのが現状です。しか

しながら、皆様と 60周年についての認識を共有する意味で、

これまでの経過や現時点でお話のできる計画につきまして、

いくつかご案内をさせていただきたいと思っております。 

まず、部門別に見てみますと、60 周年実行委員会では、

記念式典・前夜祭、記念事業、記念誌、そして姉妹クラブで

ある台北西北クラブのエクスカーションを兼ねた親睦家族

旅行を大きな柱としております。記念式典は来年の 4 月 16

日（金）に大磯プリンスホテルにおいて開催予定となってお

ります。前夜祭はその前日の 15 日（木）、親睦家族旅行は記

念式典当日の日中を予定しております。 

記念誌につきましては、これまでは 5 周年ごとに発刊され

ております。特に 50 周年の記念誌は、茅ケ崎ロータリーク

ラブの 50年を振り返る大作となっており、かなり製作費も

掛かっていたようですが、今回の 60 周年記念誌につきまし

ては、他の 10 周年ごとの記念誌を参考にして、内容を調整

して行こうという話になっております。去る 11 月 5日（木）、

パストガバナーの田中会員、この 10 年間でガバナー補佐を

務められた成田会員と和田会員、我がクラブ初の女性会長の

岩澤会員、そして私がメンバーとして招集され、河本実行委

員長の司会のもと、座談会を行いました。この他、特にベテ

ラン会員を中心に、皆様からも一言ずついただき、記念誌に

掲載しようと計画しております。年度の終わりか次年度の早

い時期に発刊できるようにしたいと考えております。 

記念事業につきましては、当初、社会奉仕事業と国際奉仕

事業の 2 本立てを考えておりました。今年はコロナに終始悩

まされた年で、春先は学校閉鎖のような状況が続き、全国的

に見ると卒業式すら行えなかった子供たちもいました。そん

な子供たちを元気にしてあげられるような取り組みとして、

植樹とタイムカプセルという案を当初考えておりました。ち

ょうど市役所裏にキッチンカーが止められるようなスペー

スができ、市民に開放することになりましたので、そこに植

樹とタイムカプセル、併せてベンチの寄贈を行うつもりでお

りました。それとともに、9 月 12 日に予定されていた第一

回宝塚茅ケ崎公演に茅ケ崎ロータリークラブ 60周年記念公

演という冠を付けて協賛しようということが、前年度の理事

会で決議されておりました。この公演は高松宮妃癌研究基金

への寄付を兼ねたチャリティー公演ということで、社会的な

意義からも公共イメージの上からも記念事業としてふさわ

しいという判断のもとに決議されたものです。大きくこの 2

つで記念事業の柱として行く方向でした。 

 しかしながら、一時下火になっていたコロナが 7 月の終わ

り頃から第二波として再流行の兆しが見えたため、宝塚茅ケ

崎公演は断念せざるを得ないこととなりました。また、タイ

ムカプセルについては、将来掘り起こす費用や手間につい

て、役所としては責任が持てないし避けたいということ、ベ

ンチ寄贈は他団体が既に実施していること、子供たちを招い

ての植樹もコロナの影響がどうなっていくかの見通しが立

たない、といったことから、見直さざるを得なくなりました。

代替案の候補として、保健所への何らかの物資を寄贈すると

いうことです。このコロナ禍にあって、大人も子供も病院あ

るいは保健所を活用する機会が否応なく増えてきておりま

す。保健所については、建屋自体、古めかしくて暗い印象が

あり、子供にとってはちょっと近寄りにくい雰囲気があるに

もかかわらず、茅ケ崎市として財政が逼迫する中、保健所に

回せる予算も無いということです。これらのことから、保健

所向けに何らかの支援ができればと思っております。特に今

年、コロナのために、あらゆるもの・ことが制約を受けた年

のシンボルとなるようなものを寄贈できれば、記念事業とし

て意味のあるものになるのではないかと現時点では思って

おります。 

 国際奉仕につきましては、ここ数年、台北西北の姉妹クラ

ブ同士として、フィリピンのマンダルヨンクラブと様々な交

流をしてまいりました。2 年前には同クラブの 55 周年の式

典に当時の岩澤会長、加藤会員、加瀬会員、杉本剛昭会委員

とともに参加させていただき、翌日マニラから 4 時間近く離

れた山奥にあるドゥマガ族の村に連れて行っていただきま

した。この村はフィリピン政府の支援の行き届いていない地

域で、マンダルヨンクラブとして彼らが自立して行けるよう

に様々な支援をしている地域であり、その一環としてマンダ

ルヨンクラブが主導して建てた集会所兼学校を見せてもら

いました。このような経緯もあり、60 周年の年には何か共

同事業をしたいと話し合ってきていたのですが、こちらもコ

ロナの影響で実現の可能性がほぼ無くなりました。 

 以上のようなところで、これから皆様のお力添えを借りな

がら実行委員会とともに、いろいろな事業計画を加速させて

いきたいと思います。コロナの制約下ではありますが、この

60 周年記念の年を皆様とともに盛り上げて行きたいと思っ

ております。

表彰 左からポール・ハリス・フェローの小澤・木村邦佑・橋本・大竹の各会員 マルチプル・ポール・ハリス・フェロー［１回

目］の古知屋・横山の各会員 米山功労者メジャードナーの田中会員  

卓話の大箭会長 


